
本日のプログラム
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次 回 の プ ロ グ ラ ム
2017年 5月11日(木) 12:30～

本 日 の プ ロ グ ラ ム
2017年 4月27日(木) 12:30～
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第２８２２回例会記録
司会：日野 邦彦 ＳＡＡ
遠軽ロータリークラブ夜間例会
日時：2017年 4月20日(木)18:00～
場所：ホテルサンシャイン ２Ｆ

★開 会 点 鐘 ：黒坂 貴行 会長
★国 歌 ：－
★Ｒ ソ ン グ ：手に手つないで
★四つのテスト：－
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黒坂貴行会長 ターゲット：地域のあしたのために、行動しよう！

ＲＩテーマ

第4分区 2016~2017 ＩＭ開催
4月15日(土)、2016～17年度第4分区IM(都市

連合会)が紋別RCのホストで紋別市で開催され、
地区役員と分区内各クラブより約130名のロータ
リアンが参加しました。

記念講演は会長報告の通りで、「友情の宴」で
乾杯のご挨拶をされた小野哲パストガバナーが
「齋藤さんは（早大第一文学部）在学中に外務省
試験に合格された方で、当時東京へ取材に行きま
した」というエピソードを披露、将来を嘱望され
ている地元出身の逸材に目を細めていました。

講演後、次期ガバナー補佐の川村寿光氏（中湧
別RC）が紹介され、「私のクラブは会員数11人
の少数ではあるが、弱小ではないという気概で、
われわれクラブ全員が力を合わせ、次年度ＩＭを
開催しますのでよろしくお願いします。」と力強
い挨拶をし、続いて次期開催地ホストクラブとし
て吉田耕三会長エレクトが「クラブ一丸となって
皆さんを大歓迎します！」とロータリアンの参加
を訴えました。

その後、「友情の宴」が開かれ、参加ロータリ
アンの交流やそれぞれのクラブや会員の情報交換
が活発に行われ、最後は「手に手つないで」を斉
唱し、再会を約し、散会しました。

本日のプログラム 懇親会
佐久間英昭親睦活動委員長の乾杯で始まりまし

た。懇親会の模様は2面に。
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会長報告 黒坂 貴行 会長
15日に、紋別で開催された「都市連合会」

に、会員13名で参加してきました。 14時からプ
ログラム通りに進み、休憩を挟んで16時まで行
われました。

記念講演は、講師に天塩町副町長、斎藤啓輔氏
（写真右）を迎えて「未来につなげる北海道創生
プロジェクト」を演題に行われました。斎藤氏は
紋別市出身で、外務省に入省してロシア、ウズベ
キスタン大使館、外務省ロシア課、内閣官房国際
広報室を経て、政府が進める地方創生事業に自ら
手をあげて天塩町の地方創生担当副町長に昨年７
月に就任しました。

地方の課題は、人口減と産業の衰退であり、少
しでも食い止めるために多くの人脈と地方のマッ
チングが必要と感じ、ひとつの事業として都会の
オーナーシェフ等に協力してもらい、天塩地方の
食材を活かした新製品を開発して東京で発表会を
開催しました。この内容はテレビでの放送を見て
いたので把握していましたが、講演の中で各商品
の販路は先に確保していることに感心しました。
食材を製品化し、販路に乗せて、儲けなければな
らない、ということです。

また、稚内までマイカーで送迎する「ライドシ
ェア（相乗り）」事業、電子図書館事業、英語と
ICT事業、東京の仕事を地方がするクラウドソー
シング事業、タイのミルク会社と提携して現地販
売するライセンス事業など、取り組みについては
具体的な説明もあり、1時間があっという間に過
ぎた感じでとても興味深い講演内容でした。

幹事報告 遠藤 利秀 幹事
１．ガバナーエレクト事務所より、4月22～23日

開催PETS／地区研修・地区協議会の会場と駐
車場についての案内が届いております。

２．第27回日本ロータリー親睦ゴルフ北海道大
会の案内が届いております。6月23日(金)開催
予定となっております。

クラブフォーラム
PETS／地区研修・協議会報告

クラブフォーラム
次年度活動計画
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2016～2017年度

4月13日 38 34 26 76.5%
4月20日 38 34 23 67.6%

竹内 徳治
出席委員長
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＊懇親会の模様＊ 2017年4月20日(木)

木戸 菜摘 さん
みなさん、こんにちは。本日はお招きいただき、あ

りがとうございます。
これから短期海外研修報告をさせていただきます。
今回わたしが参加させていただいたこの台湾への旅

はまさに驚きと感動に満ちたものでした。
飛行機で台北市上空から街並みを見つめたとき、ネ

オンの光が色とりどりに輝いていたことが、とても印
象に残っています。

夜の街に降り立つと、あたりは鮮やかな赤や金色の
灯りに満ちていました。台湾では、赤や金は仏教の象
徴で、縁起のよい色なのだそうです。

そして気温差にも驚きました。北海道を旅立ったと
き、氷点下だったこともあってか、台北市に到着し一
歩大地へ踏み出したとき、あまりの湿気と暖かさに、
同じく研修に参加した仲間と顔を見合わせました。台
北市では雨が多いためか、それからの4日間はずっと
蒸したような暖かさが続いていました。

そして、本場で頂いた台湾料理にとても感動しまし
た。わたしたちは数多くのレストランでお食事をいた
だきましたが、その中でも特に印象に残っているの
は、台北市に本店を構える世界10大レストランの一つ
｢鼎泰豐(ディン タイ フォン)｣で頂いた小龍包です。
台湾で頂いた料理には変わった味わいの香辛料や香料
の香りがするものが多かったですが、このお店で頂い
た料理は小龍包に限らず、どれもくせがなくとても美
味しかったです。バスガイドさんがおっしゃるには、
日本にも支店があり、とても評判を呼んでいるそうで
すが、やはり本店が一番美味しいとのことでした。

それから、わたしたちは数々の歴史ある美しい建造
物に出会いました。中正紀念堂や総統府を見学に訪れ
た際には、儀伏兵の方々が足並みを揃え、厳かな雰囲
気の中、中へと行進をしている様子を間近で見ることが

旭川西RC創立60周年記念祝典
於：旭川グランドホテル

写真５５８３

4月16日(日)、東海林会員が夫人同伴で出席。
記念事業の一つとして「市民公開講演会」が、ス
キージャンプで大活躍の高梨沙羅選手(上川町、
写真上)の「遠く高く飛び立つカンテのその先に
つかんだ世界の頂点｣(カンテ＝スキージャンプ
で、踏切台の先端）を演題に西川将人旭川市長と
の対談形式で行われました。

沙羅さんはコンディションを整えるために大切
なことは食事と言い、バランスの取れた食事を取
るために自炊をしていると話していました。

「目標は母の味、中でもフキニシン。でもなか
なか難しい」と。

また、沙羅さんはグレース・インターナショナ
ル・スクールで高校卒業資格を一年半で取ったと
いう頑張り屋さんで、市長もその集中力の凄さに
驚いている様子でした。

会場には多くの小中学生の姿も目立ち、「体育
の成績は『3』だった。それでもジャンプが好き
という気持ちだけでここまで来られた。夢に向か
って気持ちを大事にして下さい」と励まし、来年
の平昌オリンピックに向けて「金メダルを取るた
め、できる限りのことをしたい」と決意を述べま
した。
ニコニコ
ＢＯＸ 佐久間 英昭 親睦活動委員長

東海林勉会員 高梨沙羅選手に会えました 5,000円
2016-17年度 合計437,400円

☆閉 会 点 鐘：黒坂 貴行 会長
☆今月会報担当：東海林 勉 会員
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